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①保存樹木等の幹や枝の落下によって、所有者以外の第三者の車などの所有物や身体に危害を与えた際の損害賠償責任保険に市が一括して加入する。
②保存樹木等の所有者に対し、せん定（業者委託）等の保全管理に要する経費の一部を補助金として交付する。
③広報紙やホームページ等により保存樹木等の指定対象樹木の情報収集や調査を行い、新たな樹木の指定を行う。
④広報紙やホームページ等により保存樹木等指定制度について市民に周知し、地域住民の保存樹木等に対する認識を深め、今後の保全管理に対する関心を高
める。
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関連・類似事業
ふるさと所沢のみどりを守り育てる条例

部課コード 090400 ℡

法定受託＋附加

事業コード
保存樹木等指定促進事業

平成 28 年度事務事業評価表（一般用）　　　　　

090404

①事務事業名

終了年度 年度

みどり自然課

ｸﾞﾙｰﾌﾟ 全グループ

みどりの基本計画推進事業、緑地管理整備推進事業

■ □ □

年度

170,  218,175

→

事業の種別

みどりの保全・公園の整備節

自治事務 法定受託事務

事業開始の背景

分野別計画・指針 所沢市みどりの基本計画

市街地周辺に残されているみどりは市民にとって最も身近で貴重なみどりであるが、開発等によりその面積が非常に少なくなっていることか
ら、保存樹木等の指定継続支援や新規指定の促進を行うことにより、市街地とその周辺に残されたみどりの永続的な保全を図るため、開始し
た事業である。

総合計画の体系 章 環境・自然 自然豊かなみどりの保全

本/㎡

本/㎡

事業の具体的な内容及び実施方法

平成 26 年度対象（誰を、何を対象としているのか）

対象数
年度

単位

5,796

（非常勤特別職員）　　　　（臨時的任用職員）

保存樹木及びふるさとの樹の指定本数、保存樹林指定面積 平成

0.00
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保存樹木等に対する損害賠償責任保険への加入や保全管理費用の助成による所有者への支援を行うとともに、新たな保存樹木等の指定を促進することにより、
市街地やその周辺のみどりの永続的な保全を進める。
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保存樹林の受理管理推進
事業

樹林管理に要する経費

ふるさとの樹の樹木管理推
進事業

樹木診断・治療・管理に要する経費

2

本 1

どれだけ目標に近づいているかを達成率として示しています
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項目名 項目説明

活動実績

保存樹木の樹木管理推進
事業

樹木管理に要する経費

％ 達成率 70 70

　 項目名 項目説明

成果指標 ふるさとの樹の指定本数

継続

平成２６年度に行ったアンケート調査により、平成２８年度以降の補助金活用予定者が
多かったので、予算を拡充した。

50

実 績 35 35
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事業実施方法
(複数選択可）

みどり自然担当参事　関谷　佳和

終了

次年度予算

　 H28.8.15 評価者職氏名

理由
所有者等への支援制度リーフレットの送付
市民への指定制度・支援制度の周知
請負業者に対する補助金交付制度の周知

⑨
環境
影響

有益な
環境影響

有害な環境影響
を及ぼす原因活動

現状
維持

理由

今後も所沢市のブランドである『みどり』を維持管理していく上での重要な制度
の一つでもある、又、所有者が直接手を煩わす事無く、業者に委託した場合
の維持管理費用を補助金として支払う制度になるため、多くの所有者からも
好評価を頂いている。

拡大 縮小

1-1地球温暖化対策の推進 3-1みどりの保全と創出 無

無
紙類の使用

規制を受ける環境法令等

緊急事態

(2)今後の方向性

保存樹木等の指定促進として、指定制度について市民に周知し、新たな樹
木等を指定することにより、市街地やその周辺のみどりの永続的な保全を
すすめる。

保存樹木等の所有者に対して、より主体性を持っていただきながらも、日々の維持管
理に係る負担が減るように、奨励金制度（所沢市緑化推進事業奨励金交付要綱）から
補助金制度（所沢市保存樹木等支援事業補助金交付要綱）に変更を行った。

(1)平成27年度中に改善した点（改善内容・その結果について記載してください） (2)平成27年度成果指標の目標値が未達成の理由・分析

新規発掘が出来なかったため。

(1)平成２８年度に取り組んでいる状況

改善・
効率化

※「財源内訳」について 


